

























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































論  文  名 内村鑑三の世界像 伝統・信仰・詩歌 
本論文は、内村鑑三におけるキリスト教信仰と「伝統」思想との関り(二つの J)という内村研究の
王道的視座に、これまでほとんど顧みられなかった内村による東西の文学的テクストの〈読み替え〉
〈書き入れ〉という新たな観点を導入することで、内村の思想的生涯の実像とその独特の世界像とを
浮かび上がらせようとしたものである。
本論文は、研究史・視座・方法を簡潔に述べた序章につづき、本論にあたる第一～八章、補論にあ
たる、内村の「再臨運動」が南原繁に与えた影響を論じた第九章と、円熟期の内村の人間像を伝える
聞き書き史料を解題・抄録した第十章(九・十章は内村「後期」の片影を間接的に浮かび上がらせる)、
最後に全体を「うめく宇宙」と〈二つのＪ〉というキーワードを中心に総括した終章から成る。
第一～十章は、ほぼ内村の生涯を辿る形で構成されている。内村の生涯は、「初期」(出生から不敬
事件前後まで)、「前期」(窮迫時代から『東京独立雑誌』廃刊まで)、「中期」(『聖書の研究』創刊から
無教会の形成期まで)、「後期」(再臨運動から召天まで)に分けられ、さらにそれらは、〈宇宙に結ぶ個
我〉としての再生から「無教会」キリスト教思想へといたる前半期(初期、前期、中期)と、さらにそ
れが現実世界における〈万物の復興〉＝「宇宙の完成」という再臨信仰へと展開する後半期(後期)と
に大分される。本論文が、内村に即して本格的に論じるのは、その前半期である。
前半期の中核になるのは、不敬事件(1891 年)の衝撃と「楽園の回復」(1892 年夏)である。不敬事件
が〈故郷喪失〉といえるほど衝撃であったのは、それだけ内村にとって伝統思想(水戸学的「正気」＝
愛国の情念・天皇への崇敬)の根が深かったことを示し、そこからの〈宇宙に結ぶ個我〉としての再生
(「楽園の回復」)が、そのまま「日本」「天皇(神格化)」「教会」の宇宙的世界像からの捉えなおしへと
連結する(第一～四章)。第五～八章は、内村文庫所蔵の旧蔵『古今集遠鏡』・『先哲像伝』・The Death 
of Christ への書き入れや、ワーズワース詩の読み替え（『報徳記』読み替えは第四章）の分析によっ
て、内村の宇宙的世界像やその展開に、多様な角度から光を当てている。
本論文は、従来の内村研究においてほとんど利用されてこなかった諸史料の調査とそれらの精密な
テクスト分析、また内村関連の史蹟の踏査と一次資料へのこだわり(「楽園の回復」の時期・場所の特
定へとつながる)など確固たる基礎研究の上に、内村の思想形成の中核となる独特の宇宙的世界像の成
立過程を明らかにし、内村におけるキリスト教信仰と伝統思想という古典的な研究課題にたいして、
清新な解釈の地平を開くことに成功している。後半期にたいする本格的分析の不足、分析概念(「伝統」
など)のいっそうの洗練、内面史に注意が偏ることによる、内村の「物理」重視や「地上」性の側面、
またテクストそのものがもつ多層性などへの目配りの不備など、今後の研鑽の余地を残すところもあ
るが、本論文の成果が斯学の発展に寄与するところ大なるものであることは疑問の余地がない。よっ
て、本論文の提出者は、博士(文学)の学位を授与されるに十分な資格を有するものと認められる。
